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国際観光事業の目的は外国の旅行大衆にその図の風光 ・ 文

物 ・制度等を宣伝 ・ 紹介して外客を I~I 困に誘致し，外貨の獲得

を通じて国際収支の改善を凶るとともに， 国際n却の籾1!' 友好関

係の j("l進にEをするにある。圏内観光事業の目的は l主l民各階Jfj・の

健全な旅行を促進し，国民の教義 ・ {呆 l辿および厚生に資すると

ともに，地方のi1It業 ・ 経済 ・ 文化等の発注 ・ |向上に資するにあ

る。

4 事業の客1本

鋭光事業の客{本すなわち内容としては (1) ホテノレ ・ 旅館等

の街泊施設，鉄道 ・ 自動車 ・ 船舶 ・ 航空俄 ・ 道路 ・ 海~ìl占等の

交通関係施設，ゴルフ場 ・ スキー ・ スケート場等の迦!iTUJ施設を

はじめ， 温泉施設，公園 . -rff地 (えんち) ・ 環境衛生施設等観光

関係務総設の盤側I ・ 改善 (2) 史跡 ・ 名勝 ・ 天然記念物をはじ

めとする自然および文化財的観光資源の開発 ・ 係数・保存 (3) 

旅客の誘致宣伝 (4) 旅行のあ っ旋 ・ ~ I勾 ・ その他広く旅客按

過の充笑・改普 (5) 一般旅行大衆に対する正しい観光理念の

ff及およびホテノレ・旅館業・観光土産品業等観光関係の営業に

携わる従業員の指導 ・ 育成。

5 事業巡営の主体

鋭光事業主I!営の主体としては，各国ともおおむね中うたおよび

地方行政庁に鋭光行政儀|刻が設世されているほか， 観光協会，

観光連盟等の名称をも った全国的および地方的な観光機関が木

事業の推進に当っており ， その中には公説法人的性絡をもった

ものも少なくない。また交j直後朕1 ， 旅行あっ旋業者，ホテノレ業

者，土産品業者等も本事業の五I!営に大きな役\!i~を泌じているこ

とは周知lのとおりである。なお木事業の間際(I(J性絡に鑑み，世

界各国の観光機関および観光関係儀関空宇を椛成員として国際的

な観光機関が結成され，外客の出入国手続の簡易化，観光宣伝

資料の!nfi税輸入，観光情報の相互交換， 国際的観光統計の整備

等々，国際 rbilの旅行往来の促進を目途としたもろもろの活動が

活発に行われている。またほぼ問機の目的と活動内容をもった

アジアおよひ.太平洋沿岸諸邦の観光関係織[虫j;t.，よひ.業者等を鱗

成員とする国際憾i苅も結成され，その活動が次第に活発化しつ

つある。

6 観光事業の沿革

観光事業が 1 つの産業として，関家の手によってK;[[織的にそ

の板興が図られるようにな っ たのは，白1~; 1 次世界大戦が終って

からあとのことであり ， 前後 4 年の長きにわたった戦争による

経済的打撃をこれによって周復しようとしづ意図の下に， フラ

ンス ， イタリアをはじめ欧州の諸観光1買が競って木都業の振興

助成措置を講じ， 積極的な施設の整備と外客誘致主主伝の拡充を

図ったことに端を発している。他方国民も長い間の戦乱による

苦妬から解放され， 休息と慰安とを求めて旅を欲する気運が急

速に高まり ， たちまち欧州の天地にかつてない観光武気をまき

起したのである。

その後は図によって， またl時代によって多少の消長はあった

が，全般的にみれば日とともに近代産業としての地歩を固め，

いまや多くの国々において霊安産業の l つに数えられるに至っ

ている。

わが国の観光事業は昭和の初めまでは民間の自主的な活動に

委ねられ，したがってきわめて消駆的で，いわば観光事業のよ

うらん期を脱しなかったが ， 11百手n5 ・ 4 ， 当 11寺の鉄道省の外局と

して国際観光局が設置されるにおよんでようやく軌道に乗り，

悶家的な事業として脚光をあびるようになった。とくに第 2 次

世界大殺の終そく後は，国際収支改善の-J}(iを抱い，その積極

的な振興策が講じられみるべき成果を収めている。
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かんこうじぎょうしんぎかい観光事業審議会 観光事業に

l主lす る基本的計画を司M査権;認する機l民lである。その調査併殺事

項はこれを内閣総理大臣に建設しおよび関係各行政機関に勧告

する ことができる。本若手議会は j位初昭和 23 ・ 71時の芦凶内閣に

より，政令tf!; 153 号をも っ て臨H寺に内閣に設tn されたが， 24 ・ 5

行政機附の般本的な改革を機として，総FJU舟設i位法にもとづき

観光事業若手;出会令が制定され恒久的機関となった。

同 a併設会は民間の:芋:識経験者のうちから 5， I勾{州総庖!大肢が

任命する 20 人以内の委員で組織されている。このほか必裂に

応じ同じく内閣総庖!大臣の任命により専門委員を位くことがで

き，また民間の学識経験者および関係各官庁の局部長のうちか

ら ， 1)~Ij(1総恕大l主が任命する 20 人以内の幹事が↑泣かれている。

その訪，1ft苦手議II"Ç項は 川 観光施設の整備 (2) 観光客の誘致

の促進および銭過の方法の改善 (3) 観光宣伝 (4) 前各号に

掲げるもののほか観光事業に関する重要事項，以上の諸事項に

l刻する基本的計画である。若手議会設値以来H日和 30 ・ 6 ま での 7

箇年の聞に， 28 件について建議勧告を行ったが，そのうちの過

半は観光施設に|装lするものであり ， 戦後における観光施設絵師H

の重要性をはっきりと物語っている。 と くに注目すべき建殺事

項としてはつぎのようなものがある。

l 観光事業の基本方針について(1Il:l 27 ・ 7 ・ 30 建設)。

2 長Ii発納税の道路盤日iì 目的税化について(昭 26 ・ 6 ・ 30 およ

び 27 ・ 1 2 ・ 10 建設)。

3 観光II~業振興方策の樹立および実施について (11[;. 29 ・ 5 ・

27~~詫). (図井町土手1])

かんこうしげん 観光資源 (英) tourist r esources, tourist 

a ttractions 

1 A主 義観光は観光欲求を充足するための行動である。

観光行動の動因はたとえば桜の花を観たいという傾向であり ，

その傾向の自際である桜の花は観光欲求の対象である。観光資

源、とは観光欲求の対象とな り，観光行動の日傑となり得るもの

の総体を意味する。

2 邸 主直観光資源は多額多様， 広範多岐にわたってい

る。それが!当然的なものか，文化的なものかによって 自然観光

資源 と文化観光資源とに大別される。両者の差異は当然自然と

文化の村j述にもとづく。自然、は文化以前のものであり，文化は

われわれの有意的な営みによって，自然を形成の素材として造

り出されたものと辺解される(アメリカなどのガイド ・ ブック

には natural wonders および man-made wonders とし、う明快

な表現がある)。観光資源はまた静的な観賞の対象であるもの

と ， 動的な行動の対象もしくは行動の場となるものとに分ける

ことができる。この分類は観光の L観る1 傾域と L行う 1 領域

とのこ元性から導かれるものである。たとえば温泉はわずかな

例外を除いて，ほとんど観賞の対象とはならないが保護 ・ 療養

などを目的とした入浴・飲泉などの行動の場となる。月は観月

などの行事によって観賞の対象となるが， 現在何らの行動の対

象となることはない。寓士山は観賞の対象として L眺められる




